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The purposes of this survey are to make clear whether children are drinking milk in elementary 
school lunch and to make clear the factors of drinking milk.  In order to achieve these purposes, a 
questionnaire survey comprising 36-item was conducted on 754 from 1st to 6th grade elementary 
school students. First, over 90% of students are drinking milk and the reasons for not drinking milk 
are as follows: 
1.Students were tired of the taste of milk. 
2.Students thought milk dose not match meal.  
3.There are a lot of milk for students. 
 







































































































2017 年 11 月に，協力が得られた神奈川県の
公立小学校で，給食が終わったあと，調査を実
施した。調査対象は，小学校 1 年生から 6 年生
までの 754 名であった。得られた回答のうち，
欠損のある回答を分析から除外した結果，有効















表 1 作成した質問項目 （筆者作成） 
質問項目 
牛乳の嗜好  
Ｑ1 あなたは牛乳が好きですか？  
普段および調査当日の飲用状況  
Ｑ1 いつも給食の牛乳をどれくらい飲みますか？ Ｑ2 今日の給食の牛乳を全部飲みましたか？ 
牛乳を全部飲んだ理由 牛乳を残した理由 
Ｑ1 牛乳は食事に合う Ｑ1 牛乳は食事に合わない 
Ｑ2 今日の給食の主食（ご飯やパン，麺など）に Ｑ2 今日の給食の主食（ご飯やパン，麺など）には 
合う 合わない 
Ｑ3 牛乳はもともと好き Ｑ3 牛乳はもともと嫌い 
Ｑ4 牛乳の量が丁度いい Ｑ4 牛乳の量が多すぎる 
Ｑ5 毎日，給食で出ているから Ｑ5 毎日，給食で出ているから 
Ｑ6 おいしい Ｑ6 おいしくない 
Ｑ7 いつも同じ味だから Ｑ7 いつも同じ味だから 
Ｑ8 味にクセがない Ｑ8 味にクセがない 
Ｑ9 牛乳を飲んだ時の味とにおいが気持ち良い Ｑ9 牛乳を飲んだ時の味とにおいが気持ち良い 
Ｑ10 においが好き Ｑ10 においが好き 
Ｑ11 牛乳を飲むと，体の調子が良くなると思う Ｑ11 牛乳を飲むと，体の調子が良くなると思う 
Ｑ12 牛乳の温度がちょうどいい Ｑ12 牛乳の温度が，ちょうどいい 
Ｑ13 牛乳が冷たい Ｑ13 牛乳が冷たい 
Ｑ14 牛乳を飲んでも，お腹がゴロゴロしない Ｑ14 牛乳を飲んでも，お腹がゴロゴロしない 
牛乳のイメージ  
Ｑ1 骨が丈夫に（強く）なる Ｑ2 カルシウムが多い 
Ｑ3 肌に良い Ｑ4 お腹が張らなくなる 
Ｑ5 体重が減る Ｑ6 元気になる 
Ｑ7 栄養が入っている Ｑ8 身長が伸びそう 
Ｑ9 太りそう Ｑ10 子どもっぽい 
Ｑ11 くさい Ｑ12 牛乳を飲んだ時の味とにおいが気持ち悪い 
Ｑ13 甘みがある Ｑ14 白い膜ができる 
Ｑ15 イライラがなくなる Ｑ16 よく眠れるようになる 
Ｑ17 病気を防ぐことができる Ｑ18 牛乳を飲んでいると，年を取っても健康で 







表 2 牛乳の嗜好「あなたは牛乳が好きですか」 
に対する回答（筆者作成）（N=566） 
回答 人数（人） 割合（％） 
好き 306 54.1 
どちらかというと好き 96 17.0 
どちらでもない 80 14.1 
どちらかというと嫌い 41 7.2 























回答 人数（人） 割合（％） 
全部飲んでいる 504 89.0 




表 4 調査当日の飲用状況「今日の給食の牛乳を 
全部飲みましたか？」に対する回答（筆者作成）
（N=566） 
回答 人数（人） 割合（％） 
全部飲んだ 514 90.8 

























































表 6 に示す。牛乳を飲んだ理由では，全 14 項























表 6 牛乳を全部飲んだ理由に関する項目の平均値および標準偏差（筆者作成）（N=514） 
 平均値 標準偏差 
Ｑ6 おいしい 4.20 1.25 
Ｑ3 牛乳はもともと好き 4.02 1.35 
Ｑ4 牛乳の量が丁度いい 3.90 1.41 
Ｑ14 牛乳を飲んでも，お腹がゴロゴロしない 3.89 1.47 
Ｑ5 毎日，給食で出ているから 3.83 1.42 
Ｑ8 味にクセがない 3.83 1.40 
Ｑ11 牛乳を飲むと，体の調子が良くなると思う 3.81 1.36 
Ｑ12 牛乳のおんどが，ちょうどいい 3.75 1.42 
Ｑ1 牛乳は食事に合う 3.66 1.40 
Ｑ7 いつも同じ味だから 3.57 1.50 
Ｑ2 今日の給食の主食（ご飯やパン，麺など）に合う  3.52 1.47 
Ｑ13 牛乳が冷たい 3.52 1.50 
Ｑ9 牛乳を飲んだ時の味とにおいが気持ち良い 3.07 1.52 
Ｑ10 においが好き 2.51 1.48 
 
表 7 牛乳を残した理由に関する項目の平均値および標準偏差（筆者作成）（N=52） 
 平均値 標準偏差 
Ｑ7 いつも同じ味だから，たまには違う味のものを飲みたいから  3.40 1.68 
Ｑ1 牛乳は食事に合わない 3.33 1.48 
Ｑ4 牛乳の量が多すぎる 3.27 1.48 
Ｑ2 今日の給食の主食（ご飯やパン，麺など）には合わない  3.13 1.60 
Ｑ3 牛乳はもともと嫌い 2.90 1.55 
Ｑ10 においが嫌い 2.90 1.79 
Ｑ5 毎日，給食で出ているから 2.85 1.51 
Ｑ6 おいしくない 2.85 1.65 
Ｑ9 牛乳を飲んだ時の味とにおいが気持ち悪い 2.81 1.76 
Ｑ13 牛乳が冷たい 2.67 1.62 
Ｑ8 味にクセがある 2.42 1.47 
Ｑ14 牛乳を飲むと，お腹がゴロゴロする 2.37 1.65 
Ｑ12 牛乳の温度がぬるい 2.23 1.39 






















































表 8 牛乳のイメージに関する項目の平均値および標準偏差（筆者作成）（N=566） 
 平均値 標準偏差 
Ｑ1 骨が丈夫に（強く）なる 4.41 1.08 
Ｑ2 カルシウムが多い 4.31 1.12 
Ｑ7 栄養が，入っている 4.26 1.15 
Ｑ19 骨がもろくなるのを防ぐことができる 4.02 1.32 
Ｑ8 身長が伸びそう 4.01 1.37 
Ｑ6 元気になる 3.82 1.40 
Ｑ18 牛乳を飲んでいると，年をとっても健康でいられる  3.49 1.42 
Ｑ13 甘みがある 3.36 1.53 
Ｑ17 病気を防ぐことができる 3.26 1.48 
Ｑ4 お腹が張らなくなる 2.96 1.47 
Ｑ3 肌に良い 2.95 1.43 
Ｑ15 イライラがなくなる 2.74 1.53 
Ｑ16 よく眠れるようになる 2.72 1.50 
Ｑ11 くさい 2.48 1.55 
Ｑ14 白い膜ができる 2.45 1.49 
Ｑ10 子どもっぽい 2.34 1.44 
Ｑ5 体重が減る 2.30 1.37 
Ｑ9 太りそう 2.16 1.35 




表９ 牛乳のイメージに関する項目の因子分析の結果 （筆者作成） 








Ｑ1 骨が丈夫に（強く）なる .815 .112 -.058 
Ｑ2 カルシウムが多い .758 .119 -.013 
Ｑ7 栄養が入っている .719 .228 -.080 
Ｑ19 骨がもろくなるのを防ぐことができる .551 .258 -.082 





Ｑ16 よく眠れるようになる .156 .667 -.178 
Ｑ15 イライラがなくなる .138 .651 -.148 
Ｑ5 体重が減る .101 .645 .030 
Ｑ3 肌に良い .299 .586 -.008 






Ｑ11 くさい -.012 -.094 .826 












果，因子 1 が.83，因子 2 が.78，因子 3 が.76
であった。信頼性係数が.70 以上であれば，内
的整合性が高いとされる（寺島ら，2016）こ


















表 10 に示す。 
表 10 に示した t 検定の結果から，牛乳のイ
メージのうち，成長（骨）因子（t (564)= -3.61，
p <.05，d = .49）において，普段，牛乳を「全
部飲んでいる」児童と「残している」児童の間
で，5％水準で有意な差が見られた。健康因子（t 
(564)= -1.32，n.s. ，d = .18）では，普段，牛乳
を「全部飲んでいる児童」と「残している」児
童の間で有意な差は見られなかった。におい因








表 10 各因子の得点の平均値および標準偏差，t 検定の結果（筆者作成） 
因子 普段の飲用状況 平均値 標準偏差 t 値 
成長（骨）因子 
全部飲んでいる群 4.25 0.92 
-3.61＊ 
残している群 3.80 0.95 
健康因子 
全部飲んでいる群 2.76 1.08 
-1.32 
残している群 2.57 0.98 
におい因子 
全部飲んでいる群 2.22 1.30 
4.51＊ 
残している群 3.02 1.46 
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